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	fill_1_6: 　この半年間の留学生活を経て、たくさんのことを学びました。
　大学での授業では、クラスにアジア人が私しかいないこともあり他の学生が物事をどのように考え、世界をどのように見ているのかを知ることができました。人権の授業で人権運動の正当性について学んだ時、今世界で「人権」と言われているものはあくまでもヨーロッパ視点で考えるものであり、本当のアジア（アフリカ、ラテンアメリカ）を知らない人たちが上から下に与えているもののように感じることがありました。日本国内での人権はやはりその文化を一番よく知る私たちが声を上げて解決していく必要があるのだと思います。私のもう一つのテーマ、移民については、日本のように「移民をたくさん受け入れたらどうなるのか」という視点ではなく、押し寄せる移民たちやもうすでに国内にいる移民たちをどのようにEU加盟国が守っていくか、移民と同時に発生している問題の原因や解決方法は何なのかという日本より何歩も先に進んだ視点から学ぶことができました。ヨーロッパに来て驚いたのは、どこの国に行ってももの乞いをする人や道端で寝ている人、着ているものがきれいとは言えない人を見たことです。その多くは、ヨーロッパ外からの移民であろう人たちでした。移民受け入れという国際社会での責任を果たしていく中で、避けられない国内の治安悪化をどのように防ぐべきなのか考えさせられました。
　放課後はトラム（路面電車）で20分ほどのミラノの中心まで行き、ショッピングを楽しむこともありました。ミラノコレクションなどファッションで有名な街とあってたくさんのお洒落な人が歩いています。服好きな私にとっては、たとえ欲しいものが見つからなくても、ウィンドウショッピングや日本人とは全く違うイタリア人・ミラノ人たちのファッションを見るだけでもすごく楽しかったです。しかし、ミラノの生活で私が一番楽しかったのは自分のアパートで過ごすフラットメイトとのおしゃべりタイムです。放課後はほぼ毎日すぐ家に帰り、その日の出来事や勉強して感じたことを共有していました。食事を一緒に作り、ディナーの後も寝る前も彼女たちとずっとおしゃべりするのが日課でした。時に話題に上る歴史の話では、同じ出来事に対してそれぞれが自分の国に都合のいいような側面から学んでいるのだなと感じることもありました。彼女たちなしでは考えられない留学生活でした。フラットメイトに恵まれたことに感謝しています。
　休みの日にはイタリアの国内外を問わず沢山のところを旅行しました。神戸大学で知り合った留学生のフランスの田舎町にある実家では、庭でとれた林檎からつくったアップルパイをご馳走になりとても幸せでした。ヨーロッパとして人々や文化をひとくくりにしてしまいがちですが、東アジアや日本国内でさえ地域によって違いがあるように、国や地域によって人柄や街の雰囲気が大きく異なるため、共通点と相違点を探すことが私の旅のテーマの一つでした。
　この半年間はたくさんの学びと思い出が詰まったとても大切な時間です。ここで感じたことを忘れず、日本での元の生活に戻っても自分という芯を持ってこれからを生きていこうと思います。






